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課題研究中間報告

安心して過ごせる居場所のある学級づくり

—意図的・計画的な班活動を中心とした関わり合いを通して―

森根竜也

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻・うるま市立勝連小学校

1. テーマ設定の理由

これまで筆者は，年度途中から不登校になってしまった子や友人関係がきっかけで転校した子，いや

いや学校に連れてこられるが結局何もせず帰るか， トラプルになり怒られで帰る子，学校はおもしろく

ないと言い続ける子，朝から寝ている子などを受け持ってきた。このような子どもたちの学校不適応に

は， さまざまな要囚が重なっていると考えられるが，一つの要因として「気にかけてくれる安心できる

仲間との関わりの欠如」や「辛さや悩みを共有できる友達の不在」という「仲間の不在」があげられる。

そのように思うのは， さまざまな学校不適応を起こしながらも学校に留まることができた子というのは

確かに存在し，そういった子どもたちには安心・信頼のできる仲間や友だちの存在があると感じられた

からである。担任である筆者一人の力だけではなく，同じ学級の子どもたち同士で支え合うことができ

居場所をつくりあげることで，子どもたちの学校不適応の解消を目指すことができるのではないかと考

えた。筆者はこれまで，児童同士を関わらせることを意図して学級づくりをしてきたが，単発的で一時

的な関わり合いに留まり，安心・信頼できる仲間や友達との関わりをもとにした，安心して過ごせる居

場所づくりまで至っていないと感じている。そこで関わり合う場となる班活動を中心に実践できれば学

級の児童相互の関係性が深まり，安心・｛言頓できる仲間や友達ができ，それによってさまざまな子ども

にとって学級が居場所になるのではないかと考えた。そのことが，不登校やいじめ間題を末然に防ぐこ

とにつながり，授業や学校に価値を見出せない子たちも関わりを通して，価値を見出しより良い学校生

活につながると仮定し，今回のテーマとした。

2. 目的と方法

本研究では，意図的・計画的な班活動を中心とした関わり合いを学級の子どもたちと共に展開するこ

とによって，①気にかける関係性が生まれ（声をかけ合う，関心を持つ），②関わることの良さを味わえ，

③仲間や自分の良さを感じ，違いも含めてお互いを尊重（相互理解），対等な関係を築くことができる

（安心して過ごせる居場所のある学級づくり）かについて，観察，インタビュー，感想，アンケートな

どを通して，活動後の変容を検証する。

3. 研究内容

(1)居場所とは

大和久・丹野 (2014) は，居場所とは，「信頼し安心できる人間関係であり，出番は授業や学級活動で

活躍することです。その安心と自｛言の中からそれぞれの子どもの自己肯定感が育ち自立していくことが

できるのです」と述べている。

竹内常ー (2016) は，「『居場所』とは人びとのつながりをつくりあげることをとおして，それにかか

わるすべてのものがすべてのものに自由と平和を与える『場』である」と述べている。

このようなことから，筆者が考える居場所とはまずは気にかける（声をかけ合う，関心を持つ）仲間

を持つことを第一歩とし，人と関わる良さを感じながら，違いも含めてお互いを尊重（相互理解）し，
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お互いに対等な仲間として関われ，安心して自分のありのままが出せ，それを出しても排除や暴力の対

象とされない，安心・信頼のある人間関係と考える。

(2)班とは

大和久・丹野 (2014) では，「班は，学校生活の中でつながりをつくり出す居場所としての集団です。

同時に，豊かな活動を通して，そこで生まれるよろこびを共有するとともに， トラプルやもめ事を対話

や討論を経ながら，平和的に乗り越えていく力を育む場所です。」「一人ぼっちでないと感じることは，

生きていく力になります。私たちの班づくりの指導は，班や学級の活動を通じて，一人ぼっちでないと

思える他者との関係を育てていくことにあります。」と述べている。

そのことからも，班活動を中心に据えて関わり合いをつくつていくことで，先述した人間関係づくり

に迫れると考えた。

4. 研究の実際 （実習校 A小学校4年生， 4クラス 121名 令和 3年9月6日～ 9月 17日）

(1)学級活動と班活動の取り組み

本実習では，班をつくり，自分達で話し合って目標を立て「国語と算数の授業でできるだけ応援し

合って，一人でも多くの人が発表しよう」と取り組むことで①気にかける関係性が生まれる，②お互い

の良さや頑張りを認め，声をかけ合い生活する良さを感じることができるかを検証するために実施した。

3時間の授業と 2週間の取り組みが次の図 1である。

0学級活動 題材名「関わり合うっていいな。仲間，自分っていいな。」 (3時間）授業者：筆者

0班の取り組み 1週目： 4日間 (9/7,..___,9/10), 2週目： 3日間 (9/14,..___,9/16) 担任との授業の中で

学習のねらい 学習の流れ

第 0 「国語と算数の授業内で応援し合って ◎取り組む意義の確認
1 発表」の取り組みを提案し目標を出し合 ◎個人目標を足し算する形で班の目標を決める。
時 い， 目標を立てることを学ぶ。 ◎目標を達成するための取り組み方を班で考える。

嘉目
0班の人に応援することを経験し声 ◎国語と算数の授業で班の人に「発表しよう」と応
をかけることの良さを体験する。 援し合って，多くの人が発表に挑戦する。

第 0声をかけられて嬉しい声のかけ方か ◎1週目の取り組みについて振り返る。
2 どうか，次の週に向けて応援の仕方を ◎嬉しい声のかけ方か，声かけを考える。

斑
時 振り返ろう。 ◎2週目の班の目標を決める。 ノ

遁目
0相手が安心できる応援をし合って， ◎国語と算数の授業で班の人にどんな声をかけ，声 l 
一人でも多くの人が発表しよう。 かけによって発表は増えたか考える。 卜

第 0声をかけることの良さや受け取り方の ◎うまくいった理由について話し合い，発表する。
3 違いを発見（相互理解）することがで ◎自分のワークシートを回し，良かった所やがんばっ
時 き，多様な関わりが必要なことを今後の た所等を班の仲間に書いてもらい相互に認める。

学校生活につなげる。 ◎自己や班全体の視点で振り返りを書き，発表する。
第4時 I帰りの会で取り組み全体を通しての振り返りアンケート

図 1 3時間の授業と 2週間の取り組み

①第 2時（中間の振り返り）

第 1週の取り組みが終わって中間の振り返りを行った。 1つの学級で，班ごとに前で発表してもらう

と，「声をかけられると圧を感じる」といった意見があり驚いたが，その班に対しそれなら「そうだよ。

発表した後に声をかけるといい」と対応を教えた班がありさらに驚いた。子どもたちのやりとりにより，

発表前にかける言葉と，発表後にかける言葉があるということが分かってきた。

②第 3時（児童のワークシートの記述より）

虹 『温かい言葉を送ろう（お互いの良さや頑張りを認めたり，再発見したり（相互理解）する）』

OAさんは最初はとても発表が苦手だったけど，グループの声かけがあったり自分でたくさん挑戦していつばい発表






